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Palisade ネットワーク ソフトウェアへようこそ。このガイドでは、お使いのサーバーおよびクライアントにソフトウェアをインストールしてライセンス認証を行うための手順を説明します。
ここではサーバーのセットアップとクライアントのセットアップを行う詳しい手順から説明を始めます。また、「FAQ (よくある質問と回答)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.book&id=21) に目を通し、お使いの環境に該当するかどうかも確認してください。本書の末尾には Palisade サーバー マネージャーのリファレンス情報が記載されています。
ご不明な点については、お手数ですが Palisade テクニカル サポートまでお問い合わせください。以下の連絡方法をご利用いただけます。
· 電子メール: support@palisade.com シリアル番号をご記入の上、必要に応じてエラー メッセージのスクリーンショットを添付してください。
· 電話: 米国 +1 607 277-8000 (営業時間内) シリアル番号をお手元にご用意の上、問題が発生したサーバーまたはクライアントにアクセスできる状態でお電話ください。
· ライブ チャット (営業時間内):
· 中国語: http://www.palisade.com/support/jp/
チャットは短時間で対応できる比較的シンプルな質問に適していますが、複雑なトラブルシューティングには向いていません。なお、お問い合わせの際はシリアル番号が必要となります。
サーバーのセットアップ手順
サーバーのセットアップを行うには完全な管理者権限が必要です。Palisade サーバー マネージャーの最新バージョンをインストールする前に、古いバージョン (6.x/7.x) をアンインストールする必要はありません。
システムの必要条件
サーバー ソフトウェアは Microsoft Windows XP またはそれ以降のバージョンの Windows で実行できます。ライセンス サービスはクライアントからのライセンス リクエストの受信を待機するだけなので、専用のマシンを用意する必要はありません。 
仮想サーバーにインストールする場合、「Are virtual servers supported? (仮想サーバーには対応していますか?)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1149) を参照してください。
サーバー マネージャー 7.x を Palisade 1.x または 4.x のライセンスが置かれているサーバーにインストールすることはできません。詳細については、「What if I already have a Palisade 1.x/4.x license on this server? (このサーバーに既に Palisade の 1.x/4.x ライセンスがある場合はどうしますか?)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1157) を参照してください。
サポートされるクライアント バージョン
すべてのサーバー マネージャー 7.x は、ライセンス 5.x ～ 7.x およびクライアント ソフトウェア 5.x ～ 7.x をすべてサポートします。これにはサーバー マネージャーのバージョンより新しい 7.x バージョンも含まれます。クライアント ソフトウェアのバージョンが 5.x ～ 7.x である場合、クライアント ソフトウェアとサーバー ソフトウェアを同時にアップグレードする必要はありません。
サーバーのセットアップ手順 1: サーバー ソフトウェアのインストール
このサーバーに Palisade 7.x ライセンスを初めてインストールするには、Palisade 5.x/6.x ライセンスが既にある場合でも、電子メールで受け取ったリンクからサーバー インストーラーをダウンロードして実行してください。(既に 7.x ライセンスがインストールされている場合はこの手順をスキップできます。詳細については、「What if I already have a Palisade 7.x license on this server? (このサーバーに既に Palisade の 7.x ライセンスがある場合はどうしますか?)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1159) を参照してください。)
このサーバーに Palisade ソフトウェアを初めてインストールする場合、既定ではインストーラーが C:\Program Files (x86)\Palisade または C:\Program Files\Palisade にインストールを行いますが、それ以外の場所を選択することもできます。Palisade ソフトウェアのいずれか (6.x/7.x サーバー ソフトウェアまたは 5.x ～ 7.x エンドユーザー ソフトウェア) を既にインストールしてある場合、インストーラーは既存の Palisade フォルダーを使用します。インストール フォルダーの下に NetServer フォルダーと System フォルダーが存在しない場合、これらのフォルダーが新規作成されます。
インストールしたサーバー ソフトウェアは次のメイン コンポーネントで構成されています。
· インタラクティブなサーバー マネージャー。ライセンスのオプションを設定したり、ライセンスの認証と認証解除、およびライセンス使用状況の監視を行うために使用します。[スタート] メニューの [Palisade ネットワーク サーバー] グループからアクセスできます。(同じプログラム グループから、このガイドやネットワーク ライセンス使用許諾契約書を開くこともできます。)
· 4 つのバックグラウンド プロセス: FNPLicensingService.exe (サービス Flexnet Licensing Service として実行)、lmgrd.exe の 2 インスタンス (そのうち 1 つはサービス Palisade License Service として実行)、および Palisade.exe (つまり vendor daemon)。これらはすべてシステム プロセスとして実行されます。Windows タスク マネージャーでこれらを検索するには、[全ユーザーのプロセスを表示する] ボタンをクリックします。
· 3 つのライセンス ファイル: PalisadeNetwork.lic、Server.lic、および Palisade.opt。 
PalisadeNetwork.lic はすべてのネットワークに共通のファイルです。このファイルは変更しないでください。
Server.lic は、サーバーのオプションを変更するとサーバー マネージャーによって書き換えられます。証明書によるライセンスを取得すると、Palisade テクニカル サポートから新しい Server.lic が提供されます。
Palisade.opt もサーバー マネージャーによって書き換えられ、同時ネットワークにおける借用の管理に使用されます。Palisade.opt に FLEXnet のオプションを追加できます。詳しくは「Can we use our standard FLEXnet options file? (自社標準の FLEXnet オプションファイルを使用できますか?)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1155) および 「Access Control in Concurrent Network (同時ネットワークにおけるアクセス制御)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1188) を参照してください。
Palisade ソフトウェア リリース 7.x は、ライセンス システムとして FLEXnet Publisher 11.10 をインストールします。これは Palisade 5.x/6.x ライセンスと互換性があり、他社製品からの FLEXnet ライセンスとの競合は発生しません。
注意: このガイドの手順や Palisade テクニカル サポートでファイルを変更するよう指示された場合を除き、NetServer フォルダー内にあるファイルには変更を加えないでください。Palisade のソフトウェアでは .lic ファイルと .opt ファイルが FLEXnet の標準的な用法とは異なるカスタムの設定で使用されることがあります。
サーバーのセットアップ手順 2: オプションの設定
[スタート] をクリックして [すべてのプログラム] > [Palisade ネットワーク サーバー] > [サーバー マネージャー] を選択します。サーバー マネージャーにより、すべての 5.x/6.x ライセンス プロセスが更新されます。「What if I already have a Palisade 5.x/6.x license on this server?(このサーバーに既に Palisade の 5.x/6.x ライセンスがある場合はどうしますか?)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1158) を参照してください。
デフォルト設定では両方の通信ポートを動的に使用し、借用は許可されません。[ネットワーク サーバー情報] ボックスに、使用できるオプションが表示されます。オプションを変更するには [オプション] をクリックします。変更しない場合はサーバーのセットアップ手順 3 に進んでください。
ポート番号
FLEXnet ライセンス ソフトウェアは、クライアントとサーバー間の通信に 2 つの TCP/IP ポートを使用します。この 2 つのポートは lmgrd ポート、および Palisade あるいは vendor daemon ポートと呼ばれます。両方のポートの動的な選択を許可するか (これが一般的な設定です)、一方を手動で指定するか、あるいは両方を指定することもできます。ここで "動的" とは、ライセンス サービスが開始された時点でソフトウェアがポートを自動的に選択することを意味します。 
· lmgrd ポートを指定する場合、未使用の任意のポート番号を選択できます。lmgrd ポートを "動的" に設定すると、ソフトウェアは 27000 ～ 27009 の範囲内で未使用のポート番号を選択します。
· Palisade (つまり vendor daemon) ポートを指定する場合、未使用の任意のポート番号を選択できます。Palisade ポートを "動的" に設定すると、ソフトウェアは未使用のポート番号を選択します。範囲は 27000 ～ 27009 に制限されません。
デフォルトではサーバー マネージャーが、両方のポートを動的に選択できるように指定します。ただし、既に Palisade の 5.x/6.x ライセンス ソフトウェアがインストールされているサーバーにサーバー マネージャーをインストールする場合、それまでに指定したポートの選択がサーバー マネージャーに表示されます。
ポート番号を指定する場合、複数のクライアントをインストールする前に行うことをお勧めします。インストール後に lmgrd ポートの番号を変更した場合、インストール済みのすべての同時ネットワーク クライアントでこの番号を変更しなければなりません。
注意: 同じサーバーにその他の FLEXnet によるライセンス製品がある場合、各ユーザーが一意の lmgrd ポート番号を指定するか、どのユーザーも lmgrd ポート番号を一切指定しないかのどちらかにしてください。
ライセンス ソフトウェアが使用しているポート番号を確認するには、次の手順を行います。
ポート番号をまだ指定していない場合、サーバーが実際に使用しているポートを調べることができます。サーバー マネージャーで [ステータス] をクリックします。
lmgrd ポートを設定したり変更するには、次の手順を行います。
1. サーバー マネージャーで [オプション] をクリックします。
2. [オプション] 画面の [通信ポート番号 (lmgrd)] の下で、(他に使用されていない) ポート番号を指定するか、[動的] を選択します。
3. [OK]、[サービスの停止] の順にクリックし、さらに [サービスの開始] をクリックします。
4. 同時ネットワークの場合、既にインストールされているすべてのクライアントで lmgrd ポート番号を変更します。「How do I change port numbers or server names on existing Concurrent Network clients? (既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1167) を参照してください。
Palisade (vendor daemon) ポートを設定したり変更するには、次の手順を行います。
上記と同じ [オプション] 画面の lmgrd ポートの下で、vendor daemon ポートを編集します。
vendor daemon ポートの場合、クライアントのソフトウェア設定は必要ありません。ただし、以前にインストール済みのクライアント用にファイアウォールでそのポートを開いた場合には、クライアントのファイアウォール設定を更新する必要があります。
借用 (同時ネットワークのみ)
ネットワークに接続しなくても使用できるよう、エンドユーザーにライセンスの借用を許可することができます。借用を許可する際は、借用できる日数も指定します。最大 366 日までの借用が可能です。
ユーザーは借用時にライセンスの借用日数を指定します。最大借用期間はこの画面で設定します。エンドユーザー向けの手順については、「Borrowing a 6.x/7.x Concurrent Network License for Use Off Network (オフ ネットワーク使用のための 6.x/7.x 同時ネットワーク ライセンスの借用)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=255) を参照してください。借用ライセンスは、借用期間中サーバー上の使用可能なライセンス プールから差し引かれます。
借用対象の同時ネットワーク ライセンスが証明書タイプである場合、借用したライセンスを使用できるのはそのユーザーだけです。借用対象のライセンスが認証によるタイプである場合、借用したライセンスはそのコンピューター上の任意のユーザーによって使用できます。(証明書によるライセンスと認証によるライセンスの違いについては、サーバーのセットアップ手順 3 を参照してください。)
借用期間が終了すると、ユーザーがネットワークに接続していない状態が続いていても、ライセンスは自動的にサーバー プールに返却されます。サーバー マネージャーで [ステータス] をクリックすると、使用できるライセンスの数を確認できます。
ユーザーが予定より早く出張から戻った場合、上記の記事にある手順に従って借用ライセンスを早期返却できます。
借用を有効にしたり、最大借用期間を設定する際、以下の点に注意してください。
· 借用ライセンスはそのユーザーによって独占されます。借用したユーザーが使用していない場合でも、ほかのユーザーがそのライセンスを使用することはできません。(早期返却を行えるのはクライアント ソフトウェアのみです。借用されたライセンスをサーバーが「強制返却」することはできません。)
· 借用されたライセンスが 1 つでもある場合、その同時ネットワーク ライセンスの認証を解除することはできません。長期にわたる借用を許可する場合、サーバーの変更やソフトウェアのメジャー バージョンへのアップグレードを行うには、借用期限が経過するまで待機する必要があります。
· 組織によっては特に借用の必要がない場合もあります。ライセンスを受けたすべてのユーザーが (トレーニング セッションやコンピューター室などで) デスクトップ コンピューターを使っている場合、これらのユーザーは常にネットワークに接続しているので借用の必要はありません。また、リモート ユーザーが VPN 経由でサーバーにアクセスできる場合にも、これらのユーザーはネットワークに接続しているので借用は不要です。
借用のオプションはいつでも変更できます。行った変更はそれ以降の借用に適用されますが、現在借用中のライセンスには適用されません。
エンタープライズ ネットワークでは借用を使用できません。これは、すべてのエンタープライズ クライアントで 1 度限りのライセンス認証が行われ、その後はサーバーと通信する必要がないためです。
サーバーのセットアップ手順 3: 認証によるライセンスと証明書によるライセンス
この 1 度限りのプロセスでは、ネットワーク ライセンスが Palisade のサーバーからお客様のサーバーに転送されます。エンドユーザーはお客様のサーバーからライセンスを取得するので、Palisade のサーバーにアクセスする必要はありません。
同時ネットワーク ライセンスには、認証によるライセンスと証明書によるライセンスの 2 つのオプションがあります。(現在エンタープライズ ネットワークについては認証によるライセンスのみをご利用いただけます。)
サーバー マネージャーに、既にインストールされている認証ライセンスまたは証明書ライセンスが表示されている場合、新しいライセンスにも同じタイプを選択するのが一番簡単な方法です。これが最初の同時ネットワーク ライセンスではない場合、次の表を参照してライセンスの種類を決定してください。
	
	同時ネットワーク

	
	認証による
ライセンス
	証明書による
ライセンス

	ライセンスを少なくとも年に 1 度は更新する必要がある
	いいえ
	はい

	Palisade に連絡せずにサーバーを変更する
	はい
	いいえ

	サーバーにインターネット接続が必要
	いいえ
	いいえ

	軍用環境またはセキュリティが極度に高い環境に適している 
(ライセンスを認証するには、お使いのサーバーが XML ファイルを使って弊社のサーバーと直接通信します。)
	いいえ
	はい

	INCLUDE_BORROW、EXCLUDE_BORROW および BORROW_LOWWATER がサポートされる
	いいえ
	はい



	認証によるライセンスの有効化
注意: サーバー上でいったん認証されたライセンスの管理はお客様の責任となります。サーバーのハード ドライブを消去したり、サーバーを使用廃止にする場合には、その前にライセンスの認証を解除する必要があります。
ライセンスを認証するには、新しいライセンスであっても、既存のライセンスにユーザーを追加する場合であっても、次の手順を行います。
1. サーバー マネージャーで [認証] をクリックします。するとサーバー マネージャーからライセンス認証 ID を入力するよう求められます。電子メールで受け取った ID を入力してください。
2. サーバー マネージャーから、ユーザーの数を入力するよう求められます。同じ電子メールに記載されている人数を入力するか、複数のサーバーに分割する場合はそれより小さい数を入力します。
3. サーバー マネージャーに、自動認証と手動認証のどちらかを選択するオプションが表示されます。貴社のセキュリティ ポリシーで許可される場合、自動認証が一番簡単で最良の方法です。(自動認証では、ネットワークの接続状態によって最長 60 秒以内に認証が成功したかどうかがわかります。) 
サーバーがインターネットに接続していない場合や、セキュリティ ポリシーが原因で自動認証に失敗した場合には、手動認証を選択してください。サーバー マネージャーに手動認証を行う方法が順を追って表示されます。これにはお客様がリクエスト ファイルを作成して Palisade に電子メールで送信するか弊社 Web サイトにアップロードした後、Palisade からのレスポンス ファイルを受け取り、さらにサーバー マネージャーでこのレスポンス ファイルを処理する必要があります。このサーバーで初めてライセンスを認証する場合や、その他の状況によっては、サーバー マネージャーが準備のために Trusted Storage を構成する必要があります。Conf ファイルのリクエストと応答サイクルおよび、2 度目の Act ファイルのリクエストと応答サイクルの手順が順を追って表示されるので、画面の指示に従ってください。
4. 認証に成功すると、サーバー マネージャーの表示が更新されます。この処理には数秒かかる場合があります。
注意: このサーバーで認証する ID が複数あり、手動認証を使用している場合、各 ID の認証を完了してから次の ID の処理に進んでください。シーケンスどおりに作業をしないと、FLEXnet ソフトウェアが正しく機能しない場合があります。
	証明書によるライセンスの取得
1. サーバー マネージャーで、[.LIC フォルダーを開く] をクリックしてそのフォルダー内の Server.lic ファイルを見つけます。
2. Server.lic ファイル、ライセンス認証 ID、およびユーザー数 (お送りした電子メールに記載の人数以内) を、Palisade テクニカル サポートまで送信します (連絡先情報はこのガイドの冒頭に記載されています)。貴社のセキュリティ ポリシーのため実際の Server.lic ファイルを電子メールに添付して送信できない場合には、PDF ファイルか、鮮明なスクリーンショットやファックスをお送りいただくこともできます。
3. Palisade から新しい Server.lic ファイルを受け取ったら、古いファイルを置き換えてサーバー マネージャーで [更新] をクリックします。([サービスの開始] が表示される場合、これを [更新] の代わりにクリックします。)
4. 各サーバーの最初の証明書は常に 30 日間有効です。テストを行いクライアントがライセンスを正しく利用できることを確認したら、Palisade テクニカル サポートまでご連絡ください (連絡先情報はこの文書の冒頭に記載されています)。弊社から業務用ライセンスをお送りいたします。証明書によるライセンスは最長 1 年間の有効期限付きで発行されます。この期限はサーバーを変更する予定がある場合にはさらに短くなります。サービスが中断されるのを防ぐため、証明書の期限が切れる前に弊社から更新について連絡を差し上げます。


サーバーのセットアップ手順 4: Palisade_NetworkClient.ini ファイルの作成
サーバーのセットアップ手順 3 を初めて行った後や、サーバー名またはポート番号を変更した後に、[Client.ini の作成] をクリックして、クライアントのインストールに必要な Palisade_NetworkClient.ini ファイルを作成します。(5.x ライセンスの場合、ファイルの名前は Client.ini です。)このファイルの使い方は、この後のサーバーのセットアップ手順 5 を参照してください。
サーバーのセットアップ手順 3 でさらに追加のライセンスをインストールした後に新しい .ini ファイルを作成する必要があるかどうかは、次の規則によって決まります。
· 6.x/7.x の同時ネットワークの場合、Palisade_NetworkClient.ini ファイルにサーバー名と lmgrd ポート番号が含まれています。1 台のサーバー上ですべてのリリースの 6.x/7.x 同時ネットワーク ライセンスの処理に同じ Palisade_NetworkClient.ini ファイルを使用できます。
· 5.x の同時ネットワークの場合、古い Client.ini ファイルにサーバー名と Imgrd ポート番号、およびライセンス認証 ID が含まれています。したがって、これらの各認証 ID ごとに Client.ini が必要です。
· エンタープライズ ネットワークでは、6.x/7.x Palisade_NetworkClient.ini ファイルまたは 5.x Client.ini ファイルに、サーバー名と Imgrd ポート番号、およびライセンス認証 ID が含まれています。したがって、これらの各認証 ID ごとに .ini が必要です。
このサーバーに同時ネットワーク ライセンスを初めてインストールしたり、エンタープライズ ネットワーク ライセンスをインストールすると、サーバー マネージャーから新しいライセンス用に .ini ファイルを作成するよう求められます。.ini ファイルはいつでも作成できます。リストで適切なライセンスをクリックしてから [client.ini の作成] をクリックします。
一部の特殊なセットアップでは、クライアントがサーバーを検索するために完全修飾ドメイン名、または IP アドレスを必要とする場合があります。お客様のネットワークでこのようなセットアップをお使いの場合、Palisade_NetworkClient.ini ファイルを作成した後、クライアントをインストールする前にこのファイルを編集してください。「Can clients reach our server by FQDN or IP address? (クライアントは FQDN や IP アドレスを使用してサーバーにアクセスできますか?)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1152) を参照してください。
サーバーのセットアップ手順 5: クライアント インストーラーの準備
クライアントのインストールには次の 2 つのファイルが必要です。
· サーバーのセットアップ手順 4 で作成した Palisade_NetworkClient.ini ファイル。(ただし 5.x クライアントをインストールする場合、Palisade_NetworkClient.ini ではなく Client.ini を使用します。)
· クライアント インストーラー EXE または MSI。ライセンス認証 ID をお送りした電子メールには、EXE クライアント インストーラーへのリンクも記載されています。インストーラーをダウンロードして Palisade_NetworkClient.ini と同じフォルダーに保存するか、Palisade テクニカル サポートに問い合わせて (連絡先情報は文書の冒頭に記載されています) MSI インストーラーおよび特別な手順を入手してください。
クライアント インストールの際、この 2 つのファイルは同じフォルダーに入っている必要があります。このフォルダーはネットワーク共有、USB フラッシュ ドライブ、CD など、任意の場所に保存できます。複数の同時ネットワーク製品をお使いの場合、これらのクライアント インストールを同じフォルダーにセットアップするか、それぞれ別個のフォルダーにセットアップすることもできます。ただし、エンタープライズ ネットワークの各クライアント インストーラーはそれぞれ別個のフォルダーに保存する必要があります。
クライアントのセットアップ手順
クライアントのインストールを行うには完全な管理者権限が必要です。 
サーバーのセットアップ手順 5 で選択したネットワーク共有やその他の場所を参照します。その後、その場所で EXE インストーラーを実行するか、インストーラーと .ini ファイルをクライアント コンピューターにコピーして、コピー先のコンピューターで EXE インストーラーを実行します。どちらの場合も Windows 7、8、または Vista では EXE インストーラーを右クリックし、[管理者として実行] をクリックします。Windows XP ではインストーラーをダブルクリックします。
(サイレント インストール、SCCM、または MSI インストーラーをその他の方法で使用する場合、「How can I script the client install? (クライアント インストールをスクリプト化する方法を教えてください。)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1174) を参照してください。
同時ネットワークのクライアントのセットアップ
クライアント インストールの数に制限はありません。クライアント インストーラーは、インストール時にサーバーへの接続を必要としません。代わりにインストーラーはサーバー情報を .ini ファイルからシステム レジストリにコピーします。インストールの完了後、このファイルは使用されません。
最初のクライアント インストールの後でクライアントを実行して、サーバーとクライアントのセットアップが正しいことを確認してください。これには、クライアントで [スタート] メニューから [すべてのプログラム] > [Palisade DecisionTools] を選択し、ソフトウェアのショートカットを選択します。
· クライアント ソフトウェアがエラーなしで起動した場合、[ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] をクリックして使用されているライセンスを確認します。使用しているのがネットワーク ライセンスでない場合、[ライセンスの選択] をクリックして適切なライセンスを選択します。
· クライアント ソフトウェアの起動中にトライアル版のプロンプトや、使用できるライセンスがないというエラーが表示された場合は、[ライセンス マネージャー] をクリックします。ライセンス マネージャーで [ライセンスの選択] をクリックしてネットワーク ライセンスを選択してください。
[ライセンスの選択] を選択する必要がある場合、選択したライセンスは現在ソフトウェアを使用しているユーザーのみに適用されるため、エンドユーザーもライセンスを選択する必要があります。
実行時にクライアント ソフトウェアがシステム レジストリを読み取ってサーバー情報を検索します。Palisade_NetworkClient.ini ファイルからコピーした情報が正しくない場合、サーバーにアクセスできないというメッセージがクライアント ソフトウェアに表示されます。クライアント上でこの情報を修正するには、「How do I change port numbers or server names on existing Concurrent Network clients? (既存の同時ネットワーク クライアントでポート番号やサーバー名を変更する方法を教えてください。)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=1167) を参照してください。
エンタープライズ ネットワークのクライアントのセットアップ
エンタープライズ ネットワークの場合、認証できるクライアントの数がライセンスで指定されています。インストーラーは、Palisade_NetworkClient.ini ファイルに指定されているサーバーとライセンス認証 ID を使用して、クライアントのライセンス認証を試みます。認証に成功した場合、ユーザーがソフトウェアを実行すると、ライセンスのメッセージは表示されずにソフトウェアが起動します。
サーバーやライセンス認証 ID が正しくなかったり、ライセンスで許可されるユーザー数がすべて認証済みであったり、あるいはサーバーにアクセスできない場合には、インストール時のライセンス認証に失敗することがあります。その場合、ソフトウェアはインストールされますが、クライアントを認証できないというメッセージが表示されます。この問題を解決するには、クライアントで [スタート] メニューから [すべてのプログラム] > [Palisade DecisionTools] を選択し、ソフトウェアを選択します。次にアプリケーションで [ヘルプ] > [ライセンス マネージャー] をクリックして、[認証] をクリックします。
· サーバー情報またはライセンス認証 ID が正しくない場合、画面の指示に従ってライセンス認証 ID とサーバー情報を入力します。今後の使用のため Palisade_NetworkClient.ini ファイルを修正します。
· ライセンスを受けた数のユーザーが既に認証済みの場合には、担当の Palisade 販売事業所に問い合わせてこの認証 ID にユーザー数を追加するか、あるいは別のクライアントの認証を解除 (http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=391) してそのライセンスを解放します。その後、認証を行うクライアントでライセンス認証 ID とサーバー情報を入力します。
· 既にトライアル版がインストールされている場合や、ソフトウェアのインストール時にすべて使用中であったライセンスのうちいずれかが解放された場合、「Changing a 6.x Standalone Copy to an Enterprise Network Client (6.x スタンドアロン コピーのエンタープライズ ネットワーク クライアントへの変更)」(http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=242) の手順に従ってください。
次の点に注意してください。後日このユーザーに新しいコンピューターを提供する場合や、ソフトウェアを別のユーザーに割り当て直す場合、その前にライセンス マネージャーを使ってこのワークステーションでライセンスの認証を解除 (http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.page&id=391) する必要があります。この操作によってライセンスがサーバー上の使用可能なライセンス プールに返却されます。
詳細情報
このガイドではサーバーとクライアントをセットアップする標準的な手順を説明しています。よくある質問と回答を含む追加の情報については、このガイドのオンライン バージョン (http://kb.palisade.com/index.php?pg=kb.book&id=21) を参照してください。
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